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 研究内容
流路部の弾性変形を利用し、ピントル型インジェ
クタの流路面積を調整する機構を検討する。
以下の点の基礎的なデータ取得をするための部分
的な試作品を用いて実験を行う。
圧力による弾性変形量の確認
水流し試験による噴射の様子の確認

 研究目的
ピントル型インジェクタでスロットリング作動を
させる場合には、インジェクタ流路を推力レベル
に応じて調整する必要がある。電動ポンプを用い
ない従来の推進システムでは、流路の調整を外部
に設置したアクチュエータ等で実施する必要があ
るが、電動ポンプを用いた場合、推進システムの
圧力（ポンプ吐出圧）を電動ポンプの制御により
設定できるため、インジェクタ側では積極的な流
路調整機構を省略できる。
圧力に応じて流路が自動的に調整される受動的な
調整機構をインジェクタに内蔵し、外部にアク
チュエータ等がなくとも流路を調整できる機構を
実現することを目的とする。

電動ポンプを用いた推進系系統図の例

受動型の流路面積調整機構
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